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編 集後記 にかえ て

法則定立的か，個性記述的か。

 -¥.__.ソナ リテ ィの よ うに，複雑

で，多様で，多面的な もの。而 も，

一つの統一 体 として，中心(自 我)

を もち，重 層的な もの。而 も， 生

物 的，文化的基盤 を もち， それ な

りの生活史をへてい るもの。

 この ような ものを研究す るには
“何を”

， “eソ ナ リテ ィの ど こ

を”研究 しようと してい るのか?

そのために “ど うい う技法”を と

ろ うと してい るのか? 全体性を

重 くみ るのか，客観性 ・公共性を

重視す るのか， などを よ く考え，

弁えて お くことが必要であ る。

 このよ うな次第で，パ ーソナ リ

テ ィ研究には，歴史的にかな り対

照的な二つの アブR一 チがあ る。

そ の 一 つは 「法 則定立的」(nom・

othetic)な 方法であ り，他の一つ

は個性記述的(idiographic)な 方

法 であ る。

 前者が，いわゆ る科学的ア プロ
ーチであ り， パーソナ リテ ィの中

の普遍的な法則 だ け を 扱 う。 一

方，後者は人間の独 自性を扱 う分

野であ り，歴史 ・芸術 ・伝記 な ど

か ら研究 され る。

 前者は 「要素」の心理 学であ り

後者は 「構造」の心理学 である。

 前者は “分析 と因果的説 明” を

行い， 後者 は “構造 ” を 了解 す

る。 '

 著者 は30年 来， パー ソナ リテ

ィの研究 を行ってきてい るが，い

つ も， この両者 を併用 してきてい

る。とい うの も， パーソナ リテ ィ

の研究 には，つねに，その よ うな

視点が必要であ り，その よ うな ア

プ ローチが不可欠だか らであ る。

 それは，例えば 「WAI」 とい う
一つの技法の開発について もあて

は まる。

 著者は 日頃， この ようなア プロ

ーチを，俗に “ヨコの ノー・マテ ィ

ブ”，“タテの ノー一7ティブ”或い

は，又，“ヨコの研究”“タテの研

究”な どと称 している。

 「WAI」 に即 していえば， そ こ

に書かれ た20の 反応 は，一人 の

人間が， 自分 を どの ようにみ てい

るか とい うYと を現わ した もので

ある。

 そ して，それを読む ことに よっ

て，そ の独 自な個人が，“どの よ う

な構造 を もって存在 してい るか”

を了解 することが できる。

 これが “タテ” のアプ ローチで

あ り， ローゼ ンツワイク(Rosen・

zweig)の い う 「個人力学」(idi・

odynamics)で ある。

 それ に対 して，多勢 の人に云 っ

て もらったセルフ ・イメージをバ

ラバ ラに して，整理 ・集計 し，そ

こにみ られ る法則をみつけ るのが
“ヨコ”の アブローチであ る。

 これは，パ ーソナ リテ ィの科学

的研究であ り，法則定立的研究で

あ る。

 そ して， この ような，いわ ゆる

「保険統 計的」 研究 は， 独 自な個

人を 「共感的」 に理解す るための

基礎 にな る。

 前 置が長 くなったが ，組織行動

研究第16号No.25 WAI技 法

を用 いた 自我 の実証的研究(1)，

同第19号No.28同(2)， 同第

20号No・29同(3)は 巻末の事

例を除い て， このよ うな法則定立

的研究であ る。 これでや っと “タ

テ”の研究を行 うための基礎固め

が 出来た とい う次第であ る。

 そ こで，次号か らは，い よい よ

待望の “タテ”の研究 に うつ る予

定であ る。

 そ して，SCTも 加えて，“一人

の個性をも った，独 自な個人，そ

のF一 タル ・パーソナ リテ ィの把

握 を就みる”つ も りである。
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